
 

 

 

 

こんにちは！浜黒崎小学校・大広田小学校統合検討協議会です。６月 25 日（火）に

浜黒崎地区センターにおいて、第２回統合検討協議会を開催しましたので、その内容

をお知らせします。 

 
 

◆統合についての意見交換◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

浜黒崎小学校と大広田小学校の統合に関して、校区内で議論が先行している浜黒

崎小学校区を代表して渡辺副会長（浜黒崎校下自治振興会長）から、次のとおり意見

が出されました。 

 

 

■　浜黒崎小学校区では、第１回の統合検討協議会後に、統合の時期や場所、スク

ールバスの３つのポイントについて、協議を行い、意見をまとめた。 

 

＜浜黒崎小校区における意見の取りまとめ内容＞ 

①　統合の場所は、大広田小学校とする。 

②　統合の時期は、令和８年４月としたい。 

③　統合するにあたっては、浜黒崎小学校区の児童のためのスクールバスを運行

することが必須条件である。 

 

■　また、校区内における意見のなかでは、学校名をどうするのかという問いか

けがあったが、学校名を変更するとなると議論に時間がかかること、統合する

と決めたからには早く統合した方が子どもたちの為によいということから、学

校名は変更せず、大広田小学校のままでよいという最終案に取りまとめた。
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浜黒崎小学校区の意見について、大広田小学校区の委員からは次のよ

うな意見がありました。 

 
 

◆意見集約について◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　統合に関する３つの項目について、浜黒崎小学校区の委員からの申し出を受けて、

統合検討協議会として意見を次のとおり、取りまとめました。 

 

＜意見内容＞ 

 

このことについて、両校区の自治振興会などで意見集約を図り、第３回協議会にて、

結果を報告する予定です。 
 

◆今後の流れ◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

■　大広田小学校区における行事に、浜黒崎小学校区の児童及び保護者の方が参

加されると伺っており、ウエルカムな雰囲気がある。 

■　浜黒崎小学校区は郷土愛がすごく感じられる校区であり、統合に複雑な思い

を抱いている方もおられると想像する。大広田も児童数が減っている。「浜黒崎

が大広田との統合を望んでいる。」ということではなく、お互い地域の活性化を

図らなければいけない状況の中で、両校の統合は、少し手を伸ばして一緒につ

ながり合う仲間を増やすことではないかと思っている。 

■　子どもたちには、「友達が増えるんだ。」、「バスで来るんだ。いいね。」みたいに

垣根を越えてくれることを期待したい。

 
１　令和８年４月１日に富山市立浜黒崎小学校は同市立大広田小学校へ

統合する。 

２　統合する場所は、現在の大広田小学校とする。 

３　両校の統合にあたっては、浜黒崎小学校区の児童の通学に要するス

クールバスを運行するものとする。
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◆問い合わせ先（当協議会の事務局）◆ 

富山市教育委員会事務局　学校再編推進課（担当：高岡・大関） 

○所在　富山市新桜町６番１５号　Toyama Sakura ビル 7 階 

○電話　０７６－４４３－２２４１　　○FAX　０７６－４４３－2194 

○E-mail　gakkousaihen@city.toyama.lg.jp 

※本協議会の模様は市ホームページ（右記ＱＲコード）にて公開しています。 協議会の内容はこちらから
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